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長
の
ス
タ
ー
リ
ン
　
（
1
8
7
8
～
1

9
5
3
）
だ
っ
た
。

ロ
シ
ア
共
産
党
お
よ
び
ソ
連
共
産

党
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
集
団
の

解
体
を
通
じ
て
権
力
の
独
占
を
獲
得

し
て
い
き
、
次
第
に
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
共
産
党
員
ミ
ロ
ヴ
ア
ン
・
ジ
ラ

ス
が
後
年
「
新
し
い
階
級
」
と
規
定

し
た
統
治
体
制
に
転
化
し
て
い
っ

た
。
1
0
月
革
命
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主

主
義
革
命
と
対
比
し
て
、
ジ
ラ
ス
は

両
者
の
根
本
的
な
違
い
を
こ
う
指
摘

し
て
い
る
。

「
こ
の
新
し
い
階
級
は
、
い
ず
れ
国

で
あ
れ
、
旧
来
の
社
会
構
造
に
対
置

す
べ
き
新
し
い
経
済
秩
序
の
発
展
と

確
立
を
成
し
遂
げ
た
後
に
、
革
命
的

な
方
法
を
も
っ
て
権
力
を
確
保
し

た
。
ロ
シ
ア
で
は
す
べ
て
が
あ
べ
こ

べ
に
起
き
て
し
ま
っ
た
。
共
産
主
義

者
は
新
た
な
経
済
秩
序
を
完
成
さ
せ

る
た
め
で
は
な
く
、
新
た
な
経
済
シ

ス
テ
ム
を
形
成
す
る
た
め
に
、
し
か

も
そ
の
過
程
で
社
会
を
統
治
す
る
権

て
の
ク
ラ
ー
ク
（
富
農
）
を
絶
滅
せ

よ
」
と
い
う
テ
ロ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
伴
っ
た
、
工
業
化
お
よ
び
農
民
の

集
団
化
を
推
進
す
る
新
し
い
政
策
を

反
映
し
て
い
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
は
農
民
と
の
妥
協
を

愚
昧
す
る
ネ
ッ
プ
を
止
め
て
し
ま

い
、
ク
ネ
ッ
プ
マ
ン
ク
の
資
金
を
没
収
、

彼
ら
の
逮
捕
と
流
刑
が
始
ま
っ
た
。

没
収
資
金
は
重
工
業
の
発
展
と
欧
米

か
ら
の
鉱
工
業
設
備
の
輸
入
に
向
け

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
改
変
の
方

向
は
相
互
に
開
通
し
あ
っ
て
い
た
。

集
団
化
と
富
農
の
撲
滅
は
、
農
村

か
ら
、
道
路
や
様
々
な
鉱
山
、
工
場

の
建
設
現
場
へ
と
頻
繁
に
強
制
的
に

割
り
振
ら
れ
る
数
百
万
人
の
農
民
の

流
出
を
も
た
ら
し
た
。
囚
人
の
流
れ

は
特
に
ウ
ラ
ル
や
シ
ベ
リ
ア
、
極
東

な
ど
の
人
員
確
保
が
至
難
な
地
域
に

向
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
白
海
＝
バ
ル

ト
海
運
河
や
モ
ス
ク
ワ
＝
ヴ
オ
ル
ガ

運
河
、
ヴ
オ
ル
ク
タ
と
カ
ラ
ガ
ン
ダ

の
炭
鉱
、
ノ
リ
リ
ス
ク
の
ニ
ッ
ケ
ル

鉱
山
、
マ
グ
ニ
ト
ゴ
ル
ス
ク
の
鉄
鉱

石
採
掘
場
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ

・
ア
ム
ー
レ
の
造
船
所
な
ど
で
多
く

の
五
力
年
計
画
事
業
の
現
場
で
「
突

撃
」
的
建
設
作
業
に
従
事
し
た
の
が
、

他
で
も
な
い
彼
ら
囚
人
た
ち
だ
っ

た
。
強
力
な
軍
需
工
業
も
創
設
さ
れ

た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
こ
う
し
た
大

改
造
を
全
て
火
急
的
速
や
か
に
断
行

す
る
に
は
、
全
ソ
連
邦
共
産
党
（
ボ
）

の
独
裁
権
力
と
、
鉄
の
党
規
律
を
も

っ
て
し
て
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を

弁
え
て
い
た
。

経
済
の
「
指
令
＝
管
理
」
体
制
を

つ
く
る
際
、
ソ
連
に
お
け
る
権
力
の

指
示
系
統
と
構
造
に
大
き
な
偏
移
が

生
じ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
共
産
党
を
、

「
反
革
命
分
子
」
に
対
す
る
懲
罰
機

関
た
る
内
務
人
民
委
員
部
N
K
V
D

の
支
配
下
に
置
い
た
。
日
月
革
命
に

参
加
し
た
古
参
党
員
た
ち
が
大
部
分

繊
漉
さ
れ
た
。
抑
圧
に
よ
る
犠
牲
が

数
百
万
人
も
の
人
々
と
労
農
赤
軍
の

司
令
部
に
ま
で
及
ん
だ
。
党
イ
デ
オ

ジ
ラ
ス
の
「
新
し
い
階
級
」
◆
ジ
ラ
ス
（
1
9
1
1
～
9
5
）
は

独
か
ら
祖
国
を
解
放
す
る
パ
ル
チ
ザ
ン
闘
士
。
偶
年
建
国
の
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
人
民
共
和
国
で
チ
ト
ー
政
権
副
大
統
領

に
就
任
。
当
初
熱
烈
な
ス
タ
ー
リ
ニ
ス
ト
の
彼
は
ユ
ー
ゴ
代
表

の
通
訳
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
と
議
論
し
た
体
験
も
あ
り
、
ソ
連

と
ユ
ー
ゴ
各
々
の
社
会
主
義
を
検
討
す
る
う
ち
ス
タ
ー
リ
ン

の
犯
罪
的
病
理
を
自
覚
し
て
い
く
。
彼
は
英
仏
型
市
民
革
命

と
比
べ
、
ポ
リ
シ
工
ヴ
ィ
キ
は
、
旧
社
会
で
次
代
の
経
済
秩
序

を
用
意
し
て
権
力
を
握
っ
た
訳
で
な
く
、
ま
ず
権
力
を
握
り
、

新
た
な
特
権
階
級
（
党
官
僚
）
を
構
築
し
、
集
団
化
と
工
業

化
を
断
行
し
た
、
と
規
定
す
る
。

ク
ラ
ー
ク
絶
滅
◆
共
同
体
を
離
れ
た
農
民
の
大
多
数
は
中
農

層
を
形
成
、
上
層
に
ク
ラ
ー
ク
＝
富
農
が
成
長
。
後
者
は
家
族

労
働
が
主
だ
が
一
部
は
賃
労
働
者
を
雇
用
。
貧
農
は
分
与
地

を
売
る
か
、
賃
貸
に
出
し
、
雇
わ
れ
る
の
を
希
望
。
農
民
層
の

分
解
が
進
み
、
ク
ラ
ー
ク
が
商
業
穀
物
の
担
い
手
に
（
表

1
）
。
当
初
ク
ラ
ー
ク
と
は
、
共
同
体
内
の
富
裕
な
成
員
で
、

他
の
成
員
よ
り
も
（
読
み
書
き
で
き
る
働
き
も
の
）
と
い
う
含

意
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
2
9
年
彼
ら
を
「
階
級
と
し
て
絶
滅
す
る
政

策
」
に
移
行
し
た
と
宣
言
。
集
団
化
に
抵
抗
、
加
盟
さ
せ
れ
ば

コ
ル
ホ
ー
ズ
を
牛
耳
る
危
険
の
あ
る
ク
ラ
ー
ク
層
を
家
族
と

も
ど
も
貨
車
で
僻
遠
の
目
的
地
に
強
制
移
住
さ
せ
た
。

【
表
1
】
穀
物
生
産
・
市
場
向
け
割
合

（
1
9
0
9
～
1
3
年
／
全
生
産
此
％
）

市
場
向
け
剰
余
　
7
4
　
帥l

ネ
ッ
プ
マ
ン
◆
ネ
ッ
プ
に
よ
り
農
民
は
食
糧
税
（
2
2
年
か
ら

は
一
律
1
0
％
）
を
払
っ
た
残
余
農
産
物
を
自
由
市
場
で
販
売
す

る
の
を
認
め
ら
れ
た
。
小
企
業
の
私
的
営
業
の
自
由
も
認
め

ら
れ
労
働
者
の
雇
用
、
商
取
引
が
可
能
と
な
り
、
こ
こ
に
生
ま

れ
た
私
的
商
人
、
私
的
事
業
家
が
ネ
ッ
プ
マ
ン
と
呼
ば
れ
た
。

囚
人
◆
窃
盗
常
習
犯
な
ど
刑
事
犯
以
外
に
、
密
告
や
で
っ
ち

上
げ
で
逮
捕
さ
れ
た
彩
し
い
人
数
の
政
治
犯
が
動
員
さ
れ
た

（
表
2
）
。
内
務
人
民
委
員
部
N
K
V
D
は
囚
人
逮
捕
の
計
画

を
予
定
通
り
実
行
す
る
よ
う
、
各
支
部
に
訓
令
し
た
。
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ロ
キ
ー
が
ス
タ
ー
リ
ン
個
人
崇
拝
に

よ
っ
て
補
強
さ
れ
、
彼
自
身
が
無
制

限
の
権
力
を
行
使
す
る
独
裁
者
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
大
量
テ
ロ
＝
大
粛

清
を
基
礎
と
し
て
わ
が
国
に
全
体
主

義
体
制
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
粛
清
の
結
果
と
し
て
、
赤
軍
の

弱
体
化
が
3
9
～
4
0
年
の
ソ
連
＝
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
戦
争
で
顕
在
化
し
た
。
姐

年
6
月
2
2
日
の
ド
イ
ツ
の
奇
襲
に
対

し
て
、
ソ
連
に
は
臨
戦
態
勢
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦

時
期
に
入
る
と
懲
罰
機
関
＝
内
務
人

民
委
員
部
と
共
産
党
機
構
の
権
威
が

弱
ま
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
軍
の
紀

律
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
及
ん

だ
。
ソ
連
邦
に
お
け
る
戦
争
へ
の
国

民
総
動
員
の
レ
ベ
ル
は
ド
イ
ツ
よ
り

も
強
固
だ
っ
た
。
国
権
の
最
高
機
関

は
国
家
防
衛
委
員
会
だ
っ
た
。
ス
タ

ー
リ
ン
は
、
最
高
司
令
官
と
人
民
委

員
会
議
議
長
と
し
て
全
権
を
掌
握
し

た
。
ド
イ
ツ
に
対
す
る
戦
争
と
日
本

に
対
す
る
戦
争
の
勝
利
は
0
0
～
1
8
年

（
日
露
戦
争
と
第
1
次
世
界
大
戦
期
）

に
失
っ
た
多
く
の
ロ
シ
ア
（
帝
政
ロ

シ
ア
の
）
　
の
領
土
を
取
り
返
し
た
。

戦
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
元
帥
と
将
軍

た
ち
（
ジ
ュ
ー
コ
フ
将
軍
な
ど
）
を
、

権
力
か
ら
押
し
の
け
、
再
び
懲
罰
機

関
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。

ラ
ー
ゲ
リ
（
矯
正
労
働
収
容
所
）

の
強
制
労
働
キ
ャ
ン
プ
が
拡
大
し

た
。
戦
後
復
興
期
に
、
建
設
労
働
が

主
だ
っ
た
が
、
数
百
万
の
ド
イ
ツ
兵

捕
虜
と
日
本
兵
捕
虜
を
徴
用
す
る
収

容
所
が
設
立
さ
れ
た
。
戦
後
ド
イ
ツ

か
ら
帰
還
し
た
、
ソ
連
兵
捕
虜
と
戦

時
中
ナ
チ
収
容
所
に
連
行
さ
れ
て
い

た
ソ
連
市
民
の
「
東
方
労
働
者
」
も

収
容
所
に
、
こ
と
に
「
原
子
力
収
容

所
A
〔
o
B
i
c
 
G
U
r
A
G
」
の
建
設
現

場
に
送
ら
れ
た
。
予
想
外
に
早
く
4
9

年
に
原
子
爆
弾
を
製
造
し
た
最
初
の

原
子
炉
も
こ
れ
ら
の
囚
人
た
ち
が
建

設
し
た
も
の
だ
。

あ
る
面
で
大
規
模
弾
圧
に
は
過
酷

な
民
族
的
弾
圧
お
よ
び
宗
教
的
弾
圧

愚
証
書

と
い
う
特
性
も
あ
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
晩
年
の
ソ
連
で
2
番

目
に
影
響
力
が
あ
っ
た
人
物
は
懲
罰

機
関
＝
内
務
人
民
委
員
部
の
議
長
、

ラ
ヴ
レ
ン
チ
ー
・
べ
リ
ヤ
だ
っ
た

（
懲
罰
機
関
の
長
で
あ
る
と
と
も
に

原
子
力
開
発
も
所
管
し
て
い
た
）
。

党
の
特
権
階
層
＝
ノ
メ
ン
ク
ラ
ト
ウ

ー
ラ
を
買
収
す
る
た
め
に
、
ま
ず
手

始
め
に
各
地
域
の
党
委
員
会
書
記
た

ち
に
、
本
給
と
は
別
に
第
二
の
高
額

な
秘
密
の
給
与
制
度
、
「
ス
タ
ー
リ
ン

の
封
筒
」
が
導
入
さ
れ
た
。

ニ
キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

ス
タ
ー
リ
ン
死
後
、
ソ
連
共
産
党

中
央
委
員
会
書
記
の
地
位
に
就
き
、

元
帥
や
将
軍
た
ち
に
支
持
さ
れ
た
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
（
1
8
9
4
～
1
9
7

1
）
が
新
た
な
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ

し
た
。
べ
リ
ヤ
と
彼
の
側
近
た
ち
が

逮
捕
さ
れ
、
非
公
開
の
裁
判
後
に
銃

殺
さ
れ
た
。
わ
が
国
の
権
力
が
党
の

ノ
メ
ン
ク
ラ
ト
ウ
ー
ラ
の
手
に
戻
っ

た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
主
な
盟
友
だ
っ

た
モ
ロ
ト
フ
や
ヴ
オ
ロ
シ
ー
ロ
フ
、

ミ
コ
ヤ
ン
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
カ
ガ
ノ

ー
ヴ
ィ
チ
は
左
遷
さ
れ
た
。

1
9
5
6
年
2
月
の
ソ
連
共
産
党

第
2
0
回
大
会
に
お
け
る
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
の
歴
史
的
演
説
「
個
人
崇
拝
と
そ

【
表
2
】
各
年
元
旦
の
ソ
連
収
容
所
の
囚
人
数
の
推
移
（
万
人
）

懲
罰
機
関
◆
後
の
国
家
保
安
委
員
会
K
G
B
と
な
る
内
務
人

民
委
員
部
N
K
V
D
は
3
4
年
に
秘
密
警
察
と
強
制
収
容
所
を

統
合
し
た
懲
罰
機
関
で
あ
り
、
「
反
革
命
分
子
」
と
み
な
す
人

物
の
逮
捕
、
尋
問
、
処
刑
や
ス
パ
イ
摘
発
な
ど
を
行
な
っ
て
い

た。大
粛
清
◆
反
革
命
罪
だ
け
で
3
7
～
3
8
年
ま
で
に
6
8
万
余
が
死

刑
、
6
3
万
余
を
監
獄
に
送
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
自
分
の
同
時

代
史
を
知
る
活
動
家
を
抹
殺
。
代
わ
り
に
事
情
を
知
ら
な
い

若
い
世
代
を
抜
擢
。
上
意
下
達
の
独
裁
体
制
を
確
立
し
た
。

原
子
力
収
容
所
◆
原
子
炉
や
再
処
理
工
場
、
核
廃
棄
物
貯
蔵

所
を
建
設
し
た
囚
人
と
工
兵
は
、
ソ
連
軍
が
連
行
し
た
ド
イ

ツ
兵
捕
虜
と
、
ナ
チ
収
容
所
で
鉱
山
・
建
設
労
働
を
経
験
し

た
ソ
連
人
帰
還
兵
が
主
体
。
ジ
ョ
レ
ス
は
い
う
。
「
収
容
所
は
、

機
動
性
に
富
み
、
本
質
的
に
は
奴
隷
労
働
で
あ
る
が
、
熟
練

労
働
の
ユ
ニ
ー
ク
な
供
給
源
で
あ
っ
た
」
と
。

民
族
的
弾
圧
◆
チ
ェ
チ
ェ
ン
人
や
ヴ
オ
ル
ガ
・
ド
イ
ツ
人
、
極
東

の
朝
鮮
人
を
対
独
／
対
日
協
力
を
口
実
に
強
制
移
住
さ
せ
た
。

宗
教
的
弾
圧
◆
2
1
～
2
2
年
飢
籍
の
被
災
者
救
済
を
口
実
に
教

会
財
産
を
没
収
、
司
祭
や
修
道
僧
を
追
放
・
収
監
し
た
。
ネ
ッ
プ

期
に
宗
教
的
礼
拝
が
復
活
し
た
が
、
教
会
は
集
団
化
に
反
対

す
る
農
民
を
支
持
す
る
も
の
と
想
定
し
、
再
度
非
合
法
化
し
た
。

ク
ー
デ
タ
ー
◆
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
、
経
済
的
に
は
非
合
理
と

見
て
囚
人
の
釈
放
（
釈
放
第
1
号
が
モ
ロ
ト
フ
の
妻
）
、
収
容

所
体
制
の
解
体
に
着
手
し
た
、
経
済
的
に
は
「
リ
ベ
ラ
ル
」
で

「
改
革
派
」
の
べ
リ
ヤ
に
よ
る
権
力
継
承
を
阻
む
政
変
。

全
体
主
義
と
権
威
主
義
◆
党
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
最
優
先
、

公
私
の
全
生
活
を
規
制
す
る
全
体
主
義
の
体
制
か
ら
、
一
党
独

裁
体
制
が
、
政
治
力
の
動
員
よ
り
も
、
民
衆
が
私
生
活
に
埋

没
す
る
状
況
に
依
存
す
る
権
威
主
義
の
体
制
に
移
行
し
た
と

みる。
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の
結
果
」
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
懲
罰

的
独
裁
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
、
受
刑

者
数
百
万
人
の
名
誉
回
復
と
権
力
構

造
の
変
革
を
保
証
し
た
。
全
体
主
義

体
制
が
権
威
主
義
体
制
に
代
わ
っ

た
。
国
家
保
安
省
M
G
B
（
内
務
人

民
委
員
部
N
K
D
V
の
後
継
機
関
）

の
小
型
版
、
国
家
保
安
委
貝
会
K
G

B
を
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
幹
部

会
（
旧
政
治
局
）
の
管
轄
下
に
置
い

た
。
党
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
特
権
層
＝

ノ
メ
ン
タ
ラ
ト
ウ
ー
ラ
が
統
治
す
る

階
級
と
し
て
の
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る

レ
ベ
ル
の
国
家
官
吏
お
よ
び
党
委
員

会
の
決
定
に
従
う
企
業
管
理
職
と
し

て
の
特
性
を
取
り
戻
し
た
。
党
が
「
指

令
」
組
織
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
「
執

行
」
組
織
に
な
っ
た
。
「
ス
タ
ー
リ
ン

の
封
筒
」
は
不
法
だ
と
し
て
廃
止
さ

れ
た
。
し
か
し
、
「
新
し
い
階
級
」
の

高
い
生
活
水
準
は
、
給
料
引
き
上
げ

の
ほ
か
、
多
数
の
特
典
（
広
い
住
居

や
国
営
の
別
荘
、
運
転
手
つ
き
乗
用

車
、
特
別
の
登
録
制
配
給
所
、
特
設

病
院
、
特
設
の
保
養
施
設
な
ど
）
に

よ
っ
て
も
提
供
さ
れ
て
い
た
。

軍
用
宇
宙
産
業
を
軸
と
す
る
工
業

は
東
西
「
冷
戦
」
の
対
立
に
よ
る
刺

激
を
受
け
、
引
き
続
き
発
展
し
た
。

だ
が
農
業
は
慢
性
的
な
危
機
の
時
代

に
陥
り
、
都
市
へ
の
食
糧
供
給
は
輸

入
依
存
（
加
・
米
・
濠
・
西
独
な
ど

か
ら
輸
入
）
が
深
ま
っ
た
。

レ
オ
ー
”
－
ド
・
ブ
レ
ジ
ネ
フ

1
9
6
4
年
的
月
の
中
央
委
員
会

総
会
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
す
べ
て
の

地
位
か
ら
更
迭
さ
れ
、
ソ
連
の
権
力

構
造
は
再
度
変
わ
っ
た
。
国
を
統
治

す
る
新
体
制
は
今
回
「
集
団
指
導
制
」

と
呼
ば
れ
、
党
務
に
就
い
た
ブ
レ
ジ

ネ
フ
（
1
9
0
7
～
8
2
）
書
記
長
と

ア
レ
ク
セ
イ
・
コ
ス
イ
キ
ン
首
相
が

権
力
を
分
掌
し
た
。
コ
ス
イ
キ
ン
は

政
府
部
内
で
、
企
業
の
独
立
採
算
を

強
め
、
利
潤
概
念
を
と
り
い
れ
る
独

自
の
経
済
改
革
構
想
を
提
示
し
た
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
方
面
で
は
、
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
時
代
の
改
革
派
に
代
わ
り
、

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
以
来
の
教
条
主
義

的
哲
学
者
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ス
ー
ス
ロ

フ
が
思
想
と
全
メ
デ
ィ
ア
を
仕
切
っ

た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
防
衛
産
業
と
軍

事
問
題
、
国
際
間
題
に
集
中
し
た
。

石
油
と
天
然
ガ
ス
が
主
要
輸
出
品

の
ソ
連
に
と
り
、
国
際
価
格
の
有
利

な
状
況
が
莫
大
な
外
貨
収
入
を
麗

し
、
こ
れ
が
食
糧
お
よ
び
消
費
財
の

大
幅
な
輸
入
激
増
を
可
能
と
し
た
。

都
市
住
民
の
生
活
向
上
が
観
察
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
体
制
は

一
段
と
衰
退
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
ソ
連
の
全
て
の
市
民
に

対
し
、
統
一
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
（
身

分
証
明
書
）
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
労
働
者
と
農
民
の
権
利
を
平
等

に
す
る
と
い
う
新
憲
法
＝
7
7
年
憲
法

の
制
定
に
導
い
た
。

特
権
的
市
民
の
「
新
し
い
階
級
」

が
顕
著
に
拡
大
し
た
。
こ
の
範
疇
に

は
今
や
党
機
関
の
職
員
の
み
か
、
高

位
の
政
府
勤
務
員
、
軍
の
将
官
、
企

業
の
所
長
ら
も
属
し
て
い
た
が
、
彼

ら
は
共
産
党
員
た
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
っ
た
。
労
働
者
と
農
民
、
大
衆
向

け
職
業
従
事
者
の
生
活
水
準
は
低
い

ま
ま
だ
っ
た
。

ソ
連
の
体
制
批
判
者
た
ち
を
抑
圧

す
る
方
策
の
な
か
で
、
国
外
追
放
と

桔
神
医
学
的
「
鑑
定
」
を
現
に
実
行

し
は
じ
め
た
。

西
側
と
の
「
冷
戦
」
が
「
デ
タ
ン

ト
」
に
代
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

中
国
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
ブ
レ

ジ
ネ
フ
指
導
部
の
最
悪
の
過
ち
は
ソ

連
軍
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
だ
っ
た
。
合

衆
国
と
英
国
は
こ
の
過
ち
を
大
規
模

に
繰
り
返
し
、
い
ま
な
お
こ
の
地
に

駐
留
し
続
け
て
い
る
。

ソ
連
の
軍
事
機
構
と
原
水
爆
の
武

器
庫
お
よ
び
そ
の
運
搬
手
段
が
N
A

T
O
と
ほ
ぼ
均
衡
に
達
し
た
。

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
更
迭
◆
集
団
指
導
制
を
無
視
す
る
権
力
集

中
（
第
一
書
記
と
首
相
の
兼
任
）
や
M
T
S
（
機
械
・
ト
ラ
ク

タ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
廃
止
の
大
失
敗
、
絶
え
間
な
い
組
織
の

再
編
成
か
ら
不
興
を
買
い
孤
立
し
た
。
更
迭
と
前
後
し
て
ス

タ
ー
リ
ン
復
権
を
求
め
る
勢
力
が
台
頭
す
る
一
方
、
メ
ド
ヴ
エ

ー
ジ
エ
フ
兄
弟
の
よ
う
な
社
会
の
民
主
的
改
革
を
提
起
す
る

異
論
派
運
動
が
生
ま
れ
た
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
＝
集
団
農
場
◆
理
念
は
大
規
模
社
会
主
義
農
業

と
し
て
農
民
が
自
発
的
に
結
合
す
る
農
業
生
産
協
同
組
合
。

現
実
は
、
強
制
的
集
団
化
の
結
果
、
農
民
の
精
神
や
伝
統
が

断
絶
、
耕
作
す
る
農
場
労
働
者
が
官
僚
主
義
的
に
統
制
さ
れ

た
。
農
村
の
人
口
減
は
現
代
の
普
遍
的
現
象
だ
が
、
欧
米
日
で

は
勤
勉
で
進
取
の
精
神
を
も
つ
農
民
が
生
き
残
り
、
耕
し
た
。

ソ
連
の
集
団
化
で
は
各
戸
の
農
具
や
家
畜
ま
で
「
社
会
化
」

し
、
個
性
を
否
定
、
自
由
や
起
業
心
を
警
戒
、
雁
字
溺
め
の
規

則
を
押
し
付
け
た
結
果
、
大
地
を
愛
す
る
農
民
ら
し
い
心
理

や
伝
統
が
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
ジ
ョ
レ
ス
は
指
摘
す
る
。

詰
神
鑑
定
◆
ジ
ョ
レ
ス
が
自
主
出
版
の
『
生
物
学
と
個
人
崇

拝
』
を
朗
年
海
外
出
版
す
る
と
、
報
復
に
同
年
、
勤
務
先
の
放

射
線
医
学
研
究
所
を
解
雇
、
7
0
年
精
神
病
院
に
拘
禁
。
こ
の
暴

挙
に
ジ
ョ
レ
ス
釈
放
運
動
が
広
ま
り
、
世
界
で
報
道
さ
れ
た
。

中
国
と
の
緊
張
◆
中
国
は
文
化
大
革
命
期
の
6
6
年
、
ソ
連
を

「
社
会
帝
国
主
義
」
と
批
判
、
6
8
年
に
は
チ
ェ
コ
に
軍
事
介
入

し
た
ソ
連
を
周
恩
来
が
非
難
し
た
。
6
9
年
3
月
に
は
ア
ム
ー

ル
川
支
流
の
ウ
ス
リ
ー
川
ダ
マ
ン
ス
キ
ー
島
（
＝
珍
宝
島
）
で

中
ソ
国
境
紛
争
が
勃
発
。
7
0
年
代
～
0
0
年
代
前
半
に
、
中
ソ

国
境
地
帯
に
双
方
1
0
0
万
の
軍
隊
を
配
備
、
対
立
を
続
け

た
。
こ
の
間
、
中
国
は
水
面
下
で
中
米
接
近
を
は
か
り
、
7
1
年

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
7
2
年
ニ
ク
ソ
ン
の
訪
中
、
7
8
年
に
は
米
中

国
交
回
復
を
実
現
し
た
。

ア
フ
ガ
ン
侵
攻
◆
7
9
年
暮
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
が
社
会
主
義
を
唱
え

る
親
ソ
政
権
を
支
援
し
、
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
一
一
ス
タ
ン
に
侵

攻
。
だ
が
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
系
ゲ
リ
ラ
の
激
し
い
抵
抗
で

ソ
連
の
作
戦
は
泥
沼
化
、
完
全
に
失
敗
し
0
0
年
後
の
約
年
よ

う
や
く
撤
退
。
ソ
連
兵
死
者
1
万
5
0
0
0
、
負
傷
4
万
以
上

と
い
う
が
、
正
確
に
は
不
明
。
ゲ
リ
ラ
側
死
者
は
0
0
万
人
以
上

と
推
定
さ
れ
る
。

軍
事
力
の
パ
リ
テ
ィ
◆
7
2
年
5
月
締
結
の
第
1
次
米
ソ
戦
略

兵
器
削
減
条
約
（
暫
定
協
定
）
は
、
－
C
B
M
（
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ

ル
）
と
S
L
B
M
（
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
の
発
射
台
を
凍
結

（
現
状
維
持
）
で
合
憲
。
7
9
年
6
月
署
名
の
第
2
次
削
減
条
約
で

は
、
I
C
B
M
の
上
限
を
米
ソ
均
衡
の
2
4
0
0
発
（
ほ
ぼ
現
状
維

持
）
に
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
が
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
で
米
国

議
会
が
批
准
拒
否
。
第
2
次
削
減
条
約
は
発
効
し
な
か
っ
た
。


